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平成２２年３月期

第２四半期決算説明会

2009年11月11日

本資料には、当社（連結子会社を含む）の見通し、計画、目標など将来に関する記
述が含まれておりますが、これらは当社が現在入手している情報に基づく判断や仮
定を基礎としたものであり、将来における当社の実際の業績または展開と異なる場
合があります。

将来予測・業績予想について
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２００９年度　第２四半期業績２００９年度　第２四半期業績



2

2

第2四半期【連結】業績概況（09.4～09.9）
（単位:百万円）

819

973

923

△ 1,673
98.0%

前期比較
（前期比）

9051,855第２四半期
純利益

1,1623,112経常利益

1,0182,868営業利益

△ 2,382
97.2%

82,618売 上 高

5/12発表
予想比較

当第２四半期

売上高：減収となった大きな要因は、主力ブランドが低調に推移したことによります。特に｢ハイチュウ｣｢チョコ
　　　　ボール｣｢インゼリー｣が苦戦を強いられました。また、菓子部門の取引制度変更により当社からの出荷価
　　　　格を変更した影響もあります。

損　益：昨年高騰した原材料価格に比べて原材料費の低減が図れたことや、マーケティングコストを第３四半期以
　　　　降にシフトしたこと、全社的なローコストオペレーションにより増益となりました。
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第2四半期【連結】セグメント別売上高・営業利益

売上高　８４２億円

営業利益

+ 9億

(億円)

食料品 △17.9億
卸売飲食店 ＋ 0.6億
不動産ｻｰﾋﾞｽ　 ＋ 0.7億
その他 ± 0   億

△16億

卸売飲食店
± 0億

　不動産　 ＋ 0.1億

その他
＋ 0.2億

19億19億

食料品

卸売飲食店

28億28億

不動産ｻｰﾋﾞｽ

食料品
+ 4.8億

８２６億円

セグメント別の売上高は「食料品製造」で減収、
それ以外のセグメントは前年並みとなり、全体で
１６億円のマイナスとなりました。営業利益は
「食料品製造」で５億円弱増益となり、それ以外
のセグメントで微増となった結果、前期よりも９
億円の増益となりました。
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第2四半期【連結】経常利益増減要因

販
管
費

営
業
外
収
支

売
上
総
利
益

△ 7.0

+ 16.2

21.3

31.1

０８年度第２四半期 ０９年度第２四半期

単位：億円

+ 0.5

＋販売促進費減

　△売上高減
　＋原価ダウン

+ 9.7

経常利益は前期に比べて９．７億円
増益となりました。

売上総利益：
主に原材料価格の影響により原価低
減が図れましたが、取引制度変更に
よる影響で売上高が減少したことに
より売上総利益は前期よりマイナス
となりました。

販管費：
主に販売促進費が減少したことによ
り、前期より１６億円コスト削減し、
経常利益を増加させました。
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収益に対する原材料価格変動の影響

単独経常利益及び原材料コスト増減額推移
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51億円58億円

05年度 06年度 07年度 09年度
第2四半期
実績

09年度
予想

経常利益経常利益

原材料
コスト
増加額

(05年度比較)

原材料
コスト
増加額

(05年度比較)

年間予想　△ ７億
第2Q時点　△10億

08年度

原材料価格変動の影響は前年に比べ
て、年間７億円程度減少すると予想
しておりましたが、乳製品や油脂で
原料費の低減が図れたため、原材料
高騰に対する影響は軽減されました。
第2四半期までの損益に対する影響額
は、大よそ１０億円程度前年に対し
て減少しています。
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原材料別の価格変動要素

△ ７億

＋ ２億

△ ９億

期初年間計画

△ １０億　原材料計

＋ 　３億材　料

△ １３億原　料

第2四半期実績

１０８

１０８

　８９

　９０

１０３

１００

　６６

前期比(％)

　砂　糖

材

料

原

料

　軟 包 材

　紙器・段ﾎﾞｰﾙ

　カカオ関連

　油　脂

　粉　類

　海外乳製品

単位：億円
【年間計画・第２四半期実績】

【購入単価の第２四半期動向】
原材料高騰の内訳は原料でマイナス
１３億円、材料でプラス３億となり、
合計で前期に比べて１０億程度のコ
スト低減となります。
また、影響が大きい原材料は、乳製
品など表の通りです。　
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取組みテーマレビュー取組みテーマレビュー
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2009年度の取組み

主力ブランドの構成比を高めつつ売上規模の回復・拡大

　（特に菓子部門の収益構造改善）

次期主力品の開発・育成

生産効率向上を目指した業務改革運動の推進

全社的なローコストオペレーション

「健康分野」でのドメイン明確化により展開を加速

「天使の健康」シリーズによる通販事業の強化・拡大

グローバル戦略の推進

上海森永食品の収益向上を目指した取組み

ハイチュウによる北米への積極的な展開

現業の進化

新市場の創造
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08年度第2四半期 09年度第2四半期

(億円）

その他食料品他

第2四半期【製菓単独】 売上ポートフォリオ

0

800

300

200

100

チョコモナカジャンボ

菓子
主力ブランド

インゼリー 93%

108%

95%

ミルクココア

118%

その他

ﾐﾙｸキャラメル

森永ビスケット

チョコボール

小枝

ダース

ハイチュウ

おっとっと

93%
(101%)

103%

(　)内は
取引制度変更要素を除外

売上高 95%
(99%)

主力ブランド
95%

(100%)

構成比
54.8％

+ 0.1ポイント

｢ミルクキャラメル｣と｢チョコ
モナカジャンボ｣が引き続き好
調に推移し、今年発売90周年
を迎える｢ミルクココア｣は積
極的なマーケティング展開に
より好調に推移しました。ま
た、主に価格改定の影響を受
け苦戦していた｢森永ビスケッ
ト｣に復調の兆しが見えてきま
した。
一方、｢チョコボール｣や売上
ボリュームのある｢ハイチュウ｣
｢インゼリー｣が苦戦しました。
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　８５おっとっと１０１スナック

　９３インゼリー　９２チアパック

１０８ﾁｮｺﾓﾅｶｼﾞｬﾝﾎﾞ　９６アイス

１１８ミルクココア　９９ココア

　９８

１０２

　９９

市場推移
前期比(%)

チョコボール

小枝

ダース

森永ビスケット

ミルクキャラメル

ハイチュウ

当社主力ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ 前期比(%)カテゴリー

　７７

　８９

１００

　９７

１１５

　９０

チョコレート

ビスケット

ｷｬﾗﾒﾙ･ｷｬﾝﾃﾞｨ

カテゴリー別市場状況

※カテゴリーデータ出典：㈱インテージSRIデータ2008年4月～9月、2009年4月～9月当社定義による分類

｢ミルクキャラメル｣｢ダース｣｢ミルクココア｣｢チョコモナカジャンボ｣は市場推移を上回る伸び率で、マーケティン
グ展開が成功したと言えます。
市場の伸びに対して下回ったブランドについては、マーケティング展開の建て直しを図って行きたいと考えていま
す。
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2009年度の取組み

主力ブランドの構成比を高めつつ売上規模の回復・拡大

　（特に菓子部門の収益構造改善）

次期主力品の開発・育成

生産効率向上を目指した業務改革運動の推進

全社的なローコストオペレーション

「健康分野」でのドメイン明確化により展開を加速

「天使の健康」シリーズによる通販事業の強化・拡大

グローバル戦略の推進

上海森永食品の収益向上を目指した取組み

ハイチュウによる北米への積極的な展開

現業の進化

新市場の創造

『次期主力品の開発・育成』
夏でもとけないチョコレート｢ベイク｣
や｢アイスボックス濃い果実氷｣に注力
してきました。｢アイスボックス｣は高
い目標を掲げ取組んでまいりましたが、
夏場の天候の影響もあって計画未達と
なりました。｢ベイク｣は、まだまだ規
模は小さいものの、前期に比べ大きく
伸張しました。
『生産効率向上に向けた業務改革運動』
個々人の能力アップや業務の効率化・
集約化により、製造直接人員の削減に
取組んで参りました。徐々に効果が現
れつつあります。

『健康分野』
特保を取得した｢清祥茶房｣や「おいし
いコラーゲンドリンク」を中心に、通
販事業が伸張しています。
『海外事業』
「ハイチュウ」を中心に展開してまい
ります。米国市場では「ハイチュウ」
の受け入れ性が良く、全米に展開して
いきます。
アジアの基軸として位置づけている、
上海地区でも徐々に売り場を拡げ、収
益基盤の改善が図れてまいりました。
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第３・４四半期第３・４四半期

13

2008年度 2009年度

(億円）

その他食料品他

2009年度通期【製菓単独】 売上ポートフォリオ
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チョコモナカジャンボ

菓子
主力ブランド

ﾐﾙｸキャラメル

森永ビスケット

チョコボール

小枝

ダース

ハイチュウ

おっとっと

インゼリー

売上高 95%
( 99%)

主力ブランド
97%

(102%)

構成比
54.2％

　 + 0.8ポイント

94%

106%

93%

96%
(104%)

ミルクココア
103%

その他

800

(　)内は
取引制度変更要素を除外

107%

当社を取り巻く市場で先行
き不透明感が増している中、
低価格化が進行しており、
引き続き厳しい状況になる
と予想しております。
そうした中で、一部第２四
半期からシフトする費用も
含めて、必要なマーケティ
ングコストを投入し、積極
的に展開してまいります。
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収益に対する原材料価格変動の影響

単独経常利益及び原材料コスト増減額推移
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34億円58億円

05年度 06年度 07年度 09年度
第2四半期
実績

09年度
予想

経常利益経常利益

原材料
コスト
増加額

(05年度比較)

原材料
コスト
増加額

(05年度比較)

期初予想　　△　７億
第2Q時点　　△１０億
年間予想　　△２４億

08年度

原材料価格変動の影響は第２四
半期で１０億、第３四半期以降
で１４億程、原材料費コストが
前年より軽減されると予想して
おります。
しかしながら、砂糖やカカオと
いった原料や紙器・軟包材といっ
た包装材料が高騰基調にあり、
今後も収益に与える影響は大き
いと考えています。
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2009年度　第３・４四半期【連結】業績予想

△ 405

△ 662

△ 768

△ 2,518
97.1％

5/12発表
予想比較

1,416

1,088

1,147

232
100.3％

前期比較
（前期比）

- 171

1,400

1,435

82,850

前期実績

1,245四半期
純利益

2,488経常利益

2,582営業利益

83,082売 上 高

10/20発表
通期予想

　（単位：百万円）

積極的なマーケティング展開を図ることにより、売上高は前年並み、損益面では原材料価格の変動要素と生産性向上運動に
より原価低減を促進し、加えて全社的なトーコストオペレーションを進めることで、前期より営業利益で＋１１億、経常利
益で＋１０億、当期純利益で＋１４億となります。
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2009年度　通期【連結】業績予想

500

500

250

△ 4,900
97.1％

5/12発表
予想比較

2,235

2,061

2,070

△ 1,441
99.1％

前期比較
（前期比）

865

3,539

3,380

167,141

前期実績

3,100当期純利益

5,600経常利益

5,450営業利益

165,700売 上 高

10/20発表
通期予想

　（単位：百万円）

通期では第２四半期の増益を加えて、営業利益で＋２０億、経常利益で同じく＋２０億、当期純利益で＋２２億と増益を計
画しております。


